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3 年以上にわたって、影響を及ぼし続けた新型コロナウイルス感染症は、私たちの生活やこれまで本会が推進して

きた地域福祉推進事業に大きな影響を与えました。 

地域における多くの福祉活動が困難となり、新たな生活困窮者のニーズや生活課題・地域課題があらわれ、その対

応に追われた年月でした。 

羽曳野市では、コロナ特例貸付の相談をされた方が延べ 7,712件（令和 4年 9月で終了）にのぼり、その償還が令

和５年１月より始まりました。新たな生活困窮に陥らないよう、相談者の意向を尊重しながら、支援事業にさらにつ

なげるなど、困窮する市民に寄り添い丁寧な支援を行いました。 

羽曳野市とともに、一体的に推進している「第４期羽曳野市地域福祉計画」と「第４期羽曳野市地域福祉活動計画」

は、小学校区をベースとした地域・行政・専門機関そして本会が情報を共有し、それぞれの役割を持ち積極的に協力

しながら地域福祉ネットワークの充実をさらに進めました。 

地域福祉活動では、新型コロナウイルス感染症予防を徹底的に行ない、長らく中止を余儀なくされた子育てサロン

や会食会などを、校区福祉委員会、民生委員児童委員協議会、各種団体及び行政のご協力を得て開催し、皆様に大変

喜んでいただきました。 

個別支援活動では、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の行う総合福祉相談をはじめ、保育園で行っているス

マイルサポーター事業により、相談者が抱える個別の課題解決に向けて支援しました。 

在宅福祉活動では、安心して利用していただけるように徹底した感染予防対策を行い、訪問介護事業、居宅介護支

援事業など「そこに大切なあなたがいる」の理念の基、ご利用者やご家族に寄り添った介護事業を行いました。 

各種募金活動等の推進では、日本赤十字社の活動資金、共同募金、歳末たすけあい運動募金、献血推進事業、災害

時義援金活動に取り組み、コロナ禍の中にもかかわらず、多くの皆さまからご支援をいただく事が出来ました。 

「あおぞら保育園」・「ベビーハウス社協」の２カ所の認可保育園では、保護者の協力や徹底した感染予防対策を行

うことで、安全安心な保育園として運営することができました。 

地域の子育て支援の拠点として、育児相談、園庭開放、緊急一時保育（ベビーハウス社協のみ。）などを実施し、地

域の皆様から信頼され、親しまれる保育園運営を行い、財政運営にあたっては経費削減に努め健全化を図りました。 

当会が実施する自主事業の貴重な活動財源となる「寄付金」や「地域福祉活動協力金」「組織構成会員会費」は、多

くの皆様からのあたたかいご理解とご協力をいただき、今年度も昨年に引き続き安定的な組織運営と基盤の強化を図

る事が出来ました。 

 

以上のとおり各種受託事業をはじめ、自主事業においても、健全な運営を行う事が出来ました。 

 

事業ごとの取り組み内容は以下のとおりです。 
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令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 

 

■ 役員会議 

 

・理事会 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和4年6月3日 
羽曳野市役所 

別館２階研修室 

令和３年度事業報告について 

令和３年度収支決算について 
１２人 

令和5年2月20日 
羽曳野市役所 

別館２階研修室 

令和４年度第１次補正予算(案)について 

令和５年度事業計画及び予算(案)について 

役員等賠償責任保険契約の内容(案)について 

１５人 

 

・評議員会 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和4年6月20日 
羽曳野市役所 

別館２階研修室 

令和３年度事業報告について 

令和３年度収支決算について 
１９人 

令和5年3月7日 

羽曳野市 

保健センター４階 

大会議室 

令和４年度第１次補正予算（案）について 

令和５年度事業計画及び予算（案）について 
 １８人 

    
・監事監査 

開催年月日 開 催 場 所 審  議  事  項 出席者数 

令和4年5月23日 別館3階特別会議室 令和３年度監査 ２人 

 

 

■ 組織強化 
 

 自主財源となる福祉基金の積み上げと地域福祉活動協力金の拡大を図りました。 

 ・寄付金（令和５年３月３１日現在） 
 
     令和４年度 １，０７０，６４０円    
 

・地域福祉活動協力金 

地域福祉活動やボランティア活動の推進など市民参加・参画の中で福祉サービスを充実させるためにご協力 

をお願いしました。 

ご協力いただいた額の半額は、各校区福祉委員会の活動資金として配分させていただきました。 

４，１１７，４２２円 
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・組織構成会員会費 

  より広く住民に開かれた組織としての基盤を整えるために市内の団体などを対象にご協力をお願いしました。 

 

２５０,０００円 

 

 ・法人運営 

道路交通法改正に伴いアルコール検知器を用いた運転者の酒気帯びの有無の確認を始めました。 

災害時等における作業に備え、防寒着及び作業着等の貸与を行いました。 

 

 

■ 社会福祉啓発活動 
 

 ・機関紙の発行等 

名  称 発行回数 発 行 月 等 備  考 

社協だより 年４回発行 ５月・８月・１０月・１月 市内全戸配布 

はびきのボランティアだより 年３回発行 ９月・１２月・３月 

ボランティア登録者・登録グルー

プ、公共施設、市内教育機関、市

内福祉施設配布 

市広報はびきの 年１２回発行 毎月 市内全戸配布 

ホームページ    随時更新     http://www.hasyakyo.net/ 

介護保険事業連だより 年６回発行 不定期 
加盟事業所配布 
・ケアマネ部会 ・在宅部会 
・施設部会   ・地域密着部会 

 

 

■ 地域福祉活動 

 

・校区福祉委員会連絡会事業 

校区福祉委員会の役員に、小地域ネットワーク活動についての研修会を実施、校区福祉委員の指導・育成に努め

ました。 

 

開催日 内  容 場  所 

令和４年６月２１日（火） 
校区福祉委員会連絡会 

「ひきこもりに関する理解」 
市役所別館２階研修室 

令和５年１月２６日（木） 

校区福祉委員会研修会 

「校区福祉委員会の運営について（マニュアル説

明・会計処理等）」 

「ヤングケアラーについて」 

市役所別館３階会議室 

令和５年２月１７日（金） 
校区福祉委員会連絡会 

「LINE WORKS（ラインワークス）のご紹介」 
市役所別館２階研修室 

令和５年３月２８日（火） 
小地域ネットワーク活動リーダー研修会 

（録画配信） 
市役所別館２階研修室 
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・校区担当による福祉委員会支援 

各小学校区に校区担当職員を配置し、福祉委員会の実施事業や会議等へ参加しました。 

地域の課題やニーズに応じた、事務的支援や相談を随時行い、福祉委員会活動における地域福祉推進に繋げました。 

 

 ・地域と福祉サービスをつなぐネットワーク会議（福祉施設連絡会） 

 

総会 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面開催 

令和3年度事業報告及び令和4年度事業計画について提案 

研修会 

令和5年3月3日  羽曳野市保健センター ４階大会議室 

テーマ 「BCP(事業継続計画)の基礎知識について」 

講 師 ﾐﾈﾙｳﾞｧﾍﾞﾘﾀｽ株式会社経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ部 大久保 勇吾 氏 

役員会 
令和4年10月24日・11月8日 

令和5年1月19日・3月16日 

法人案内ホームページでの活用 ホームページを活用した法人紹介 

行政との連携及び要望 

羽曳野市に物価高騰に対する緊急対策についての予算要望

を提出 

令和４日１２月２０日 要望書提出 

羽曳野市と災害時応援協定を締結 

令和５年１月２５日 締結式 

その他 

専門職ネットワークオンライン交流会や、他市との施設連絡会交流会・事例検討会に参加 
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・地域交流事業 

校区福祉委員会が、地域特性を活かしたふれあいの事業を実施することにより、地域内の交流を深めることができ

地域福祉の増進に寄与しました。 

   令和4年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、各校区福祉委員会では感染予防対策を行い活動してい

ましたが、やむなく行事が中止・延期となる校区がありました。 

 

校区名 

           各事業の実施箇所数       （単位：箇所） 

小地域 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

※３ 

雅び 

※４ 
いきいきｻﾛﾝ 

（喫茶ｻﾛﾝ含む） 

ふれあい食事 

サービス 

地域ﾘﾊﾋﾞﾘ 

事業 

（百歳体操含む） 

世代間 

交流 

子育て支援 

こどもの居場所 

（ｻﾛﾝ）活動  

※１ 

 

その他 

※２ 

1 古 市 ２ ３ ０ ６ １０ １３ Ｈ11 Ｈ15 

2 高 鷲 北 ０ １ ０ ０ １ ０ Ｈ11 Ｈ14 

3 埴 生 ３ ４ ９ ４ ３ ９ Ｈ13 Ｈ16 

4 埴 生 南 １０ ８ ５ ２ １ ０ Ｈ12 Ｈ16 

5 羽曳が丘 １ １ １ ２ １ ０ Ｈ10 Ｈ14 

6 丹 比 １ １ ０ １ ０ ０ Ｈ11 Ｈ16 

7 駒 ヶ 谷 ３ １ ３ １ １ １ Ｈ14 Ｈ17 

8 古 市 南 ３ １ ２ ０ １ ０ Ｈ14 Ｈ15 

9 西 浦 １ ０ ４ ０ ２ １ Ｈ13 Ｈ18 

10 西 浦 東 ０ １ ０ ０ ０ １ Ｈ12 Ｈ24 

11 恵我之荘 １ １ ０ ２ １ ０ Ｈ12 Ｈ14 

12 白 鳥 １ ２ ３ ２ １ ０ Ｈ12 Ｈ15 

13 高 鷲 １ ２ １ １ １ ０ Ｈ10 Ｈ14 

14 高 鷲 南 ０ ２ ４ ０ １ ０ Ｈ10 Ｈ14 

合  計  ２７ ２８ ３２ ２１ ２４ ２５ １５７ 

※１ 古市校区の子育て支援（サロン）活動については民協が実施 

 ※２ その他 

    各分類以外のもので、清掃活動や夜警、緑化活動などが入ります。 

※３ 小地域ネットワーク事業 

  小学校区を単位として高齢者や障がい者（児）、子育て中の親子などが地域で孤立することなく安心し 

て生活できるよう、地域住民の参加と協力による支え合い、助け合いを推進する活動（設置年度） 

※４ ふれあいネット雅び 

小地域ネットワーク活動と専門職種・行政が協働し、高齢者等を地域で支えあい関係機関とのネットワ 

ークを構築し小地域ネットワーク活動の一層の発展、地域支援体制の拡充、セーフティーネットの確立 

を目指す活動（設置年度） 

 

・福祉教育の推進 

小・中学校及び高等学校の児童・生徒を対象に、ボランティア活動の実践を通じて社会福祉への理解と関心を高め

ることを目標とし、社会奉仕・社会連帯の精神を養うとともに、家庭及び地域社会の社会福祉活動に対する啓発を図

っています。 

※令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により、学校からの依頼も少なく予定していた取組みについても

多くが中止となりました。 
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日付 学校名・学年 派遣ボランティア 内容 

令和５年１１月２９日 はびきの埴生学園３年生 点訳サークルひまわり 点字を活用した名刺づくり 

 

・コミュニティソーシャルワーカー（CSW）事業 

  地域にお住まいの個人、家族から相談を受ける個別支援活動と、集団、組織を支援する地域支援活動という２

本を柱に活動しています。個別支援活動から見えてきた課題を地域支援活動に活かし、また地域支援活動が個別

支援活動に活かされるような循環システムを目指し取り組んでいます。 

  令和3年度からは、中・西・東の３エリアＣＳＷの統括として４人目のＣＳＷを配置し、ＣＳＷのスーパーバ

イザーとしての役割を担っています。 

  統括相談対応件数 ： 88件 

 

◎ＣＳＷ介入の必要性 

・制度の利用は可能であるが、本人が支援を拒否される場合、ゆるやかな見守り体制を構築していく必要のある

事例。 

・家族の中で複合的な課題を抱えている場合、障害・高齢・児童それぞれの制度につないでいく必要のある事例。 

・民生児童委員が地域で発見し把握された相談の中で、専門職支援が必要のある事例。 

・なんらかの理由で家から外出することができなくなった「ひきこもり」と呼ばれる方々が、社会参加するため

の支援。 

 

◎ＣＳＷ介入の成果 

・複合的な生活課題を抱えられている方からの相談をワンストップで受け、関係機関につなげ、スムーズな支援

につなげることができる。 

 

◎最近多くなっている相談 

・「家族の問題」としてずっと潜在化しており、問題が顕在化した時には、生活が立ち行かなくなってしまって

いる事例（５０代ひきこもりの子・８０代高齢親） 

・養育困難、ゴミ屋敷等、犬・猫・イタチ等の小動物の問題 

・子育て不安、介護負担など「ちょっとした相談」をする人がいなくて、抱え込んでいる事例  

・地域の１００歳体操やカフェなどの行き場所がないという高齢者からの相談、ご近所トラブルなど 
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① 地域支援活動                                      （単位:回） 

② 個別支援活動                               （単位：件） 

相談内容別 
東部CSW 西部CSW 合計 

件数 件数 件数 

福祉制度・サービスに関する相談 ８４ ８６ １７０ 

生活に関する身近な相談 ８８ １０１ １８９ 

健康・医療に関する相談 １０１ ６１ １６２ 

生活費に関する相談 ２８ １９ ４７ 

就労に関する相談 ４ １５ １９ 

多重債務に関する相談 １ １ ２ 

消費者被害に関する相談 ０ ０ ０ 

財産管理・権利擁護に関する相談 ３ ３ ６ 

住宅に関する相談 １９ ８ ２７ 

子育て世帯に関する相談 ７ ８ １５ 

DV･虐待に関する相談 ３ ６ ９ 

 東部CSW 西部CSW 統括CSW 合計 

第４期羽曳野市地域福祉計画の推進、第４期地域福祉活動計画の策定 

他機関との協働 

第４期地域福祉計画推進委員会、ふれあいネット雅び運営会議、羽曳野

市地域福祉ネットワーク交流会、教育福祉連絡会、羽曳野市地域自立支

援推進会議、要保護児童対策協議会、市ＣＳＷ連絡会、中河内・南河内

ＣＳＷブロック会議、エリア・ブランチ会議、大阪しあわせネットワー

ク・スマイルサポーター連絡会・ひきこもり支援連絡会・校長会・街歩

きイベント・茨木市ひきこもり居場所づくり・サポステ・生活困窮地域

ネットワーク会議・地域福祉コーディネータースキルアップ研修・ＳＳ

Ｗ連絡会等 

５３  ４４ ５１ １４８ 

住民懇談会の開催 

校区懇談会・子育てサロン、会食会、ふれあいネット雅び地域福祉推進

チーム会議・小地域ネットワーク会議・校区福祉委員会連絡会 

１２ ３３ ６ ５１ 

要援護者の組織化支援 

介護者家族の会・高次脳機能障がい当事者の会、家族の会の取組み支援 

社協WEST（就労準備・ひきこもり支援） 

１  ５ ４ １０ 

地域住民などを対象とする研修会の開催 

ふれあいネット雅び地域福祉推進チーム勉強会 

認知症サポーター養成講座等 

４ ４ ０ ８ 

災害時要援護者支援ネットワーク構築事業 

羽曳野市災害時要援護者支援プラン説明会の実施 

災害時要援護者を支える地域づくり 

４ ５ ０ ９ 

地域拠点へのアウトリーチ（出張相談） 

ふれあい喫茶「あいあい」、巡回型ふれあい喫茶「すずらん」 

コミュニティひろば、西浦ほっとサロン、カフェさんさん、喫茶ひだま

り 

ふるなん高齢者パソコン教室、ふるなん喫茶「絆」、喫茶サロン「いし

かわ」、等への訪問相談・移動販売車停留所での相談受付・民生委員定

例会・校区福祉委員会会議 

１１ １３ ５  ２９ 
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地域福祉・ボランティア活動に関する相談 １５ ３ １８ 

災害時要援護者に関する相談 ２８ １２ ４０ 

ひきこもり １８ １３ ３１ 

フードバンク １ ３ ４ 

その他 ０ ０ ０ 

 合  計 ４００ ３３９ ７３９ 

 

（単位：件） 

相談対象者別 
東部CSW 西部CSW 合  計 

件数 件数 件数 

高齢者 １１３ ６１ １７４ 

障がい者 ９ ３７ ４６ 

子育て中の親子 １４ １３ ２７ 

一人親家庭の親子 ２ ５ ７ 

青少年 ２ ０ ２ 

ＤＶ被害者 ２ ９ １１ 

生活困窮者 １０ １１ ２１ 

ひきこもり １７ １１ ２８ 

ボランティア ４ ０ ４ 

ヤングケアラー １ １ ２ 

外国籍 １ ４ ５ 

その他（一般） ７２ ６ ７８ 

合  計 ２４７ １５８ ４０５ 

  ※一度に複数の相談事項があるため、合計とは一致しません。 

 

・生活困窮者自立支援事業 

だれもが生活困窮に陥るかもしれない恐れがある社会の中、生活困窮のさまざまな原因に対し、専門の支援員が相

談に応じ支援計画を策定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。 

                         （単位：件） 

相談内容別 件数 

新規相談受付件数（本人同意なしを含む） ３２２ 

新規相談申込件数（本人同意ありのみ） １２９ 

支援決定・作成プラン件数(再プランを含む） ６３ 

病気や健康、障害のこと ８１  

住まいについて ３３  

収入・生活費のこと ２１４  

家賃やローンの支払いのこと ７４  

税金や公共料金の支払いについて ２１  

債務について ４０ 

仕事探し、就職について ５３  

仕事上の不安やトラブル １６  

地域との関係について ２  
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家族関係・人間関係 ２７  

子育てのこと １５  

介護のこと １３  

ひきこもり・不登校 １０ 

ＤＶ・虐待 ６  

食べるものがない ３５  

その他 ３０  

※一度に複数の相談事項があるため、受付件数等とは一致しません。 

 

住居確保給付金申請内訳                                     （単位：件） 

 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

離職 １ １ ６ ３ ０ １ ４ １ ３ １ １ １ ２３ 

減収 ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ７ 

合計 １ ２ ６ ３ ３ １ ４ ２ ４ ２ １ １ ３０ 

 

・福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） 

大阪府社会福祉協議会権利擁護推進室からの委託事業で、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより

毎日の暮らしに必要なことの判断や意思表示を自分自身で適切に行うのが困難な方を対象に、生活支援や

金銭管理などをお手伝いする事業です。令和４年度は新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら対面

のやり取りを再開しました。 

 

相談者 
一般相談 

件  数 

サービス提供の

ための活動件数 

新規契約 

件  数 
解約件数 

年 度 末 

実利用者数 

認知症高齢者 ９６件  １７６回  ０件      ２件  ７人  

知的障がい者 ２４３件  ６７８回  ０件     ２件  １３人  

精神障がい者 ７６９件 ２０５１回  ３件  ２件  ２９人  

その他 ０件  ０回  ０件  ０件  ０人  

合計 １１０８件  ２９０５回  ３件    ６件  ４９人  

専門員・生活支援員参加の研修会等 

    大阪府社会福祉協議会主催の各種会議・研修会に参加 

 

・会食会事業 

小学校区ごとに、校区内のひとり暮らしの高齢者を対象に年３回民生児童委員との共催により会食会を実施。地域

との交流を深めるとともに健康増進に寄与しています。 

 令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、業者のお弁当を配布するテイクアウト形式で行いました。 

  

校  区 第１期 第２期 第３期 計 

古  市 １０３ ９７ ９０ ２９０ 

古 市 南 ８７  ８７ ７８ ２５２ 

白  鳥 ２６ ３４ ３９ ９９ 

高  鷲 ４７ ４８ ４６ １４１ 

高 鷲 北 ０ ０ ４８ ４８ 

高 鷲 南 ３８ ４４ ４８ １３０ 

恵我之荘 ３０ ３０ ４４ １０４ 
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埴  生 ２８ ０ ０ ２８ 

埴 生 南 ６８ ５９ ６２ １８９ 

羽曳が丘 １３３ １３７ １４８ ４１８ 

西 浦 東 ４３ ３９ ４７ １２９ 

丹  比 ４７ ５１ ６３ １６１ 

駒 ヶ 谷 ５３  ５５ ５２ １６０ 

西  浦 ３０ ２７ ４２  ９９ 

合  計 ７３３ ７０８ ８０７ ２２４８ 

  計３８回開催 延べ参加人数２，２４８人 

  ※駒ヶ谷校区、西浦校区は配食 

 ※令和４年６月２２日高鷲北校区、９月２８日埴生校区、１１月１６日高鷲北校区、令和５年１月２５日埴生校

区は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

 

・生活福祉資金貸付事業 

低所得世帯の生活の安定ならびに高齢者・身体障がい者の属する世帯の在宅福祉の向上を図るため生活福祉 

資金貸付事業を実施し、自立更生に寄与しました。 

【貸付状況】                                    

区  分 電話相談 窓口相談 貸付決定件数 貸付決定額 

福祉資金 ３６件 ５１件 ２１件 ７，９１１千円 

教育支援資金 ３４件 ４０件 ２１件 １５，４１１千円 

総合支援資金 ０件 ０件 ０件 ０千円 

不動産担保型生活資金（要保護含

む） 
２件 ５件 ０件 ０千円 

緊急小口資金 １８件 ２３件 ６件 ５６５千円 

臨時特例つなぎ資金 ０件 ０件 ０件 ０円 

    

≪新型コロナウイルス感染症特例貸付≫ 

   新型コロナウイルス感染拡大の影響により、収入の減少・失業した方がおられる世帯を対象に、令和２年３月２５

日より受付開始。臨時職員増員により、相談支援体制の整備を図った。※特例貸付は９月末をもって終了。 

                             （単位：件） 

区  分 相談 申込 

 緊急小口資金（R4年度） ２７０ １５９  

総合支援資金（R4年度） ２２９ １６８ 

延べ件数（R2.3～R4.9） ７,７１２ ５,５０７  

 

・避難行動要支援者支援ネットワーク構築事業（旧：災害時要援護者支援ネットワーク構築事業） 

 災害の際に何らかの理由で逃げ遅れる危険性が高い方が、制度へ登録申込みをして、校区福祉委員会や町会・民生

委員児童委員など支援してくれる団体にあらかじめ状況を把握しておいてもらうことで、災害時の被害を少しでも

少なくしようという制度です。登録者数が増えることで、平常時からの地域の見守り、支えあいの輪がいっそう広

がりました。 

 避難行動要支援者 

①身体障がい者手帳（１級、２級）の交付を受けている方、視覚障害の方聴覚障害の方 

②療育手帳（療育Ａ）の交付を受けている方 

③精神障がい者保健福祉手帳（１級）の交付を受けている方 

④障がい者手帳をお持ちでお一人暮らしの方 
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⑤要介護度３以上の方 

⑥６５歳以上のお一人暮らし、７５才以上のみの世帯 

⑦昼間のみ⑥の状態になる方 

⑧特定疾患、小児慢性特定疾患医療助成認定を受けている難病患者の方 

⑨その他災害時の避難に支援が必要な方 

 

校区ごとの対象人数                                  （単位：人） 

古 市 高鷲北 埴 生 埴生南 羽曳が丘 丹 比 駒ヶ谷 古市南 

３８５ １８１ ３６５ ４２９ ４１７ ４１５ ９６ ４３０ 

 

西 浦 西浦東 恵我之荘 白 鳥 高 鷲 高鷲南 合  計 

２３８ １２９ ２１４ １５２ ３５０ ３５６ ４，１５７ 

 

・子育て支援・サロン活動事業 

    校区福祉委員会による小地域ネットワーク活動が展開され、民生委員を中心に地域での子育て支援として「子育て

サロン」活動が全校区で行われています。 

    令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が残るなかで開催となりました。各校区福祉委員会や民生委員

児童委員協議会で開催に向けての会議を重ね、それぞれの校区福祉委員会独自の開催時期となりました。 

校区ごとの参加人数は下記のとおり。                  （単位：人） 

たかなん ふるいち はになん はにふ たかわし たかきた えがのしょう いしかわ 

１１６ １３９ ８８ ７０ １２ ７７ ２６ 開催無し 

 

はくちょう ふるなん はびきがおか にしうら たんぴ こまがたに 合 計 

６８ ６０ １３１ ６７ 開催無し ２７ ８８１ 

 

 

■ ボランティア活動の促進 

 

・ボランティア活動の振興 

・ボランティアセンターの運営 

ボランティアグループの活動活性化を図るため、ボランティアセンターの効率的な管理・運営に努め 

ました。 

 ボランティアセンター利用日数     ３４０日 

・ボランティア保険の加入 

安心してボランティア活動ができるようボランティア保険への加入を促進し、ボランティア活動の振興に 

努めました。 
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 活動保険 行事保険 非営利・有償 移送保険 合計 

団体数 ８９件 ２３２件 ３件 ０件 ３２４件 

人数 １,２４６人 １２，５４７人   １５人 ０人 １３，８０８人 

  

・需給調整事業 

     ボランティア活動に対する需要と供給のバランスを調整し、ボランティア活動の裾野を広げ市民のボ 

ランティア活動に対する認識と理解を深めることに努めました。 

                                            （単位：件） 

個人 団体 福祉施設 行政機関 その他 合計 

５９ ４６ １３ ７ １１ １３６ 

 

・ボランティア育成事業内容 

 地域住民のボランティアに対する意識を高め、地域福祉への参画を促しています。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、例年実施されている事業が中止となる場合もありました。 

講座名 日程・場所 内   容 

ボランティア体験 

プログラム 

令和４年７月１日～ 

９月３０日 

あおぞら保育園・羽曳野

市役所・羽曳が丘中公園 

大阪府社会福祉協議会の主催で毎年開催されているプ

ログラムで、子どもから社会人、高齢者などボランテ

ィア活動参加の機会とボランティア活動を体験したい

けれど忙しい学生が夏休みの期間を利用してボランテ

ィア体験をする場の提供を目的として校区福祉委員会

や施設などに受入れを依頼し、共催している。 

傾聴ボランティア 

養成講座 
中止 

施設や在宅の高齢者の方にゆっくり寄り添ってお話を

聴き、気持ちを受け止めるボランティアを養成するた

めに開催している。初心者必須の講座。 

精神保健福祉ボランティア養

成講座 

令和４年６月９日、 

１６日､２３日､３０日 

こころの病を持つ方が増加傾向にある現代、その方々

が安心して暮らせる地域を一緒に作るために、精神障

がいについて正しい知識を得ることで偏見や差別をな

くすことを目的に開催している。 

朗読ボランティア 

河南ブロック代表者会議 
令和４年１０月１日 

各市町村の交流・情報交換のため毎年開催しており、

例年幹事市へ出向いて録音技術や朗読スキルアップ、

会員募集、リスナーさんの拡大などテーマを決めて、

現状報告・情報交換などの意見交換を行う。 

小学生ボランティアスクール 令和４年８月２日 

小学生ひとりひとりがボランティア体験を通して人を

思いやる気持ちの大切さである「福祉の心」を育てる

ボランティア活動のきっかけを提供することを目的に

開催している。 

市民活動わくわく講座 

アート・バルーン養成講座 

令和５年３月７日 

総合福祉センター２

階・３月１５日 

エコプラザはにふ 

手先が器用で、人と関わることが好きな市民の方は多

数いると思われるため、自分の特技を活かして福祉ボ

ランティアができることを知ってもらい、ボランティ

ア活動の啓発を目的とする。また、バルーンアートは

男女問わず誰でも気軽に参加できる内容になってお

り、男性ボランティア発掘もねらい企画した。 
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市民活動わくわく講座 

災害ボランティア養成講座 
令和５年２月２５日 

南海トラフ地震や、近年多発している台風などによ

る風水害に備えて、ボランティア経験者をお招きし

災害ボランティアの技術を学ぶ機会を設けるととも

に、羽曳野市で災害が起きた際に現地で活躍しても

らえる人材の確保を目的に企画した。今回はボラン

ティアセンターでのマッチングシミュレーションカ

ードゲームを体験した。 

市民活動わくわく講座 

傾聴ボランティア養成講座 
中止 

傾聴の知識は他のボランティア活動をおこなう場合で

も必要なスキルであるため、ボランティア活動入門の

場として企画した。市内でボランティア活動に興味が

ある方にとって気軽に始めやすい分野であることか

ら、ボランティア入門として広い視野をもってニーズ

キャッチをはかることを目的とする。 

 

・ボランティア連絡会の育成・援助 

   ボランティア連絡会との連携を強化しながら、地域住民、若年層からのボランティアに関する理解と 

関心を高めるため、組織的なボランティア活動の振興に努めました。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、やむなく中止となる事業がありました。 

ボランティア連絡会総会 新型コロナウイルス感染拡大の影響により書面審議 

定例幹事会 毎月第２水曜日 

その他主な活動 

 大阪府市町村社協ボランティア連絡会総会  

 大阪府市町村社協担当者会議 

大阪府市町村ボランティア連絡会オンライン研修会 

 河南ブロック交流会 

大阪府市町村ボランティア連絡会代表者オンライン会議 

大阪府市町村社協担当者会議 

市民体育祭 

 キッズファミリーフェスタinはびきの 

 小学生ボランティアスクール 

会員研修 

市民マラソン大会 

市民活動フェスタ２０２２ 

 障がい者団体行事・高齢者施設行事 

 保健センター各種教室 

 

令和４年 ５月３０日/大阪府社会福祉会館 

令和４年 ８月４日/大阪府社会福祉会館 

令和４年１２月２０日/ボランティアセンター 

令和４年１１月２４日/大阪府立近つ飛鳥博物館 

令和５年 ２月３日/大阪府社会福祉会館 

令和５年 ３月３日/大阪府社会福祉会館 

令和４年 ６月１２日/羽曳野市立中央スポーツ公園  

令和４年 ７月３１日/ＬＩＣはびきの 

令和４年 ８月２日/羽曳野市役所別館２階 

コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

令和４年１２月１１日/石川スポーツ公園 

令和５年 ３月１９日/エコプラザはにふ 

コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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・災害ボランティアセンター事業 

     地域住民の災害ボランティアに対する意識を高めるために災害ボランティア養成講座や情報交換会を企画し、災害

ボランティアへの参画を促しています。 

昨年度に引き続き、災害ボランティアセンター設置時に使用する備品を整備しました。 

 羽曳野防災・災害ボランティアチーム「ブランバード」とともに、災害ボランティアセンター設置時に協力できる

体制作りに向けて連携し、講座を企画しました。（会員数 ２２名） 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、やむなく事業が中止となることがありました。 

 

 

■ 実習生受入 

 

 社会福祉士国家試験受験資格の取得対象等の実習生の受入を行い、様々な社会福祉活動の実習を通じ、社会福祉 

関係者の人材育成を図りました。 

・看護学部生活支援実習 

大学名 人数 実習期間 実習時間 

大阪公立大学 ５人 令和４年５月９日～５月１２日のうち２日間 ２日 

大阪公立大学 ５人 令和４年５月１６日～５月１９日のうち２日間 ２日 

 

 

羽曳野防災・災害ボランティ

アチーム「ブランバード」 

勉強会 

中止 

災害ボランティアセンターが設置される際に社協とともに運営に

携わるための知識や技術を得るために設立された「ブランバード」

とともに、ボランティアセンターを実際に設置することでレイア

ウトや動線などを具体的に並べる体験を経て気づきを得ることを

目的とした勉強会を企画した。 

３市合同災害ボランティア

担当者会議・連絡会議 

令和４年 

６月３日 

７月８日 

８月５日 

１０月７日 

１１月４日 

令和５年 

２月１０日 

３月１７日 

柏原市・羽曳野市・藤井寺市の３社協合同で災害ボランティアセ

ンターについての情報交換を行い、災害ボランティアセンターの

運営体験プログラムの企画について話し合った。令和４年度は羽

曳野市が幹事市となり議事進行や意見のとりまとめを行った。 

３市合同災害ボランティア

養成講座 

令和４年 

１０月２３日 

 

３市合同災害ボランティア養成講座として、災害ボランティアセ

ンターと社協の機能、災害ボランティアセンターマッチング体験

ゲームを３市で登録しているボランティアグループに向けて実施

した。 

三市合同総合防災フェア 
令和４年 

１１月２０日 

三市合同で、ブースを設置し、災害ボランティアセンターの啓発

やアシスト瓦の作成体験を行った。 

 

令和４年度大阪府災害ボラ

ンティアセンター運営シミ

ュレーション 

令和５年 

１月２５日 

大阪府内のブロックごとに、ＺＯＯＭを使用して会場をつなぎ、

ＩＣＴを使用しての被災状況や支援の見積もりの作成の確認を行

った。 
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・社会福祉援助技術実習 

大学名 人数 実習期間 実習時間 

四天王寺大学 １人 令和４年６月６日～７月９日 ２６日間 

四天王寺大学 １人 令和４年１１月１３日～１１月２６日  ９日間 

 

・社会福祉相談援助演習特別授業 

大学名 人数 内 容 場 所 派遣人数 

四天王寺大学 ５４人 羽曳野市社会福祉協議会の事業と役割 四天王寺大学 ２名 

 

 

■ きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業 

 

 このプロジェクトは羽曳野市社会福祉協議会が羽曳野市から委託を受けて平成２７年７月１日から始まった介護予防 

事業のひとつです。 

市内の介護保険施設などで介護支援サポーター活動（ボランティア）を行うことに対してポイントを付与し、たまっ 

たポイントを換金できる「介護支援ボランティアポイント制度」です。高齢者の方が介護支援サポーター活動を通して 

社会参加、地域貢献をすることで、ご自身がより元気にいきいき生活することを目的としています。 

 

○きらプロ講習会内容 

活動に際して講習会を開催 

きらきらシニアプロジェクトはじめて講座 
令和 4 年5 月24 日・6 月 27 日・7 月 26 日.・9

月27日・11月29日・令和5年1月31日 

※サポーター登録申請後、はじめて講座を受講していただくことが活動の前提となります。 

 

○サポーター（ボランティア）登録者数 354人  

 

○市が指定した市内の介護保険施設などにおける介護保険支援サポーター活動を対象としている。 

 

サポーター受入登録施設 65施設 

 きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業にご賛同いただいた高齢者施設を登録しています。 

 令和4年度は新型コロナウイルス感染拡大により、サポーター受入れができない高齢者施設が多くありました。 

 

 

■ 在宅福祉活動 

 

  ・居宅介護支援事業 

    要介護者等からの相談に応じ、居宅サービス又は施設サービスを適切に利用できるよう、サービスの種類、 

内容等の計画を作成するとともに、サービスの提供が確保されるようサービス事業者、介護保険施設との連 

絡調整等を行いました。 

 令和４年度は、新型コロナウイルス感染予防に努めサービスを提供しました。 

 ※サービス提供に伴う感染拡大を予防するため「大阪府新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業補助金」を

活用し、衛生物品を整備しました。 

 

・新規介護相談件数 ・・・７０件 
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・要介護認定利用者〔年度末現在の居宅介護支援者数〕             (単位：人) 

  要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

利用者数 ３９ ３２ １６ １３ ８ １０８ 

内４年度新規 １５ ６ ３ ３ ０ ２７ 

 

・要支援認定利用者〔年度末現在の居宅介護支援者数〕        (単位：人) 

 

 

 

 

 

 

・羽曳野市要介護認定訪問調査委託事業 

    羽曳野市より依頼を受け、要介護認定の訪問調査を行いました。 

     （調査件数）      ６３件   （生活保護法介護扶助） ０件 

      

・ホームヘルプサービス事業 

    高齢または身体上の障がいのため、日常生活を営むのに支障がある高齢者世帯、または身体障がい者世帯に 

対してホームヘルパーを派遣し、在宅福祉の向上に努めました。 

 令和４年度は、新型コロナウイルス感染予防に努めサービスを提供しました。 

 ※サービス提供に伴う感染拡大を予防するため「大阪府新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業補助金」を

活用し、衛生物品を整備しました。 

 

ホームヘルプサービス利用状況（年度末現在利用者数）  （単位：人） 

 利用者数 事業対象者 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 障がい 総合計 

介
護
保
険 

総合事業 １ ２０ １０       ３１ 

訪問介護    １２ ７ ０ ４ ６  ２９ 

障
が
い 

居宅介護         １８ １８ 

重度訪問介護         ０ ０ 

合計 １ ２０ １０ １２ ７ ０ ４ ６ １８ ７８ 

 

 

・福祉有償運送事業（移送サービス事業） 

  家庭において移送が困難な要介護高齢者及び重度身体障がい者に対して、ボランティアのみなさんのご協力を得な 

がらリフト付自動車を利用して移送サービスを行っていますが、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の 

ためボランティア及び利用者の安全面を考慮し活動を休止しました。 

 また、今後の再開に向けて社協だよりを通じてボランティアの募集をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

  要支援１ 要支援２ 事業対象者 計 

利用者数 １４ １４ ２ ３０ 

内４年度新規 ５ ６ １ １２ 
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・福祉（介護）機器の貸出・斡旋 

  介護家族の負担軽減を図るため車イスの貸出を実施するとともに、各種介護用品の斡旋を実施しました。 

【車イスの貸出】 

月別利用状況            （単位：件） 

利用月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

貸出件数 ３１ ２３ １９ １９ ２１ ３０ ２８ ３４ ２２ ２６ ２４ ２９ ３０６ 

 

 【斡旋】 

    紙オムツ・トレーニングパンツ・肌着（寝巻）・ポータブル便器等介護者のニーズの高い介護用品について、随

時斡旋を実施しました。 

 

・羽曳野市介護保険事業者連絡協議会との連携 

 

総会 

令和４年６月１３日（月） 

対面及びZOOMでの開催 

令和3年度事業報告及び令和4年度事業計画について提案 

研修会 

令和４年６月１３日   

テーマ 「ハラスメントについて」 

講 師  けあ人材アカデミー株式会社 代表 垣内イスズ氏 

各部会 
居宅部会 １６回 在宅部会 ９回 施設部会 ２回 地域密

着部会 ３回 小規模多機能部会 ３回 

法人案内ホームページでの活用 ホームページを活用した施設紹介 

その他 

専門職ネットワークオンライン交流会参加や、フードパントリーへの協力等 

 

 

■ 介護者家族の会の育成と援助 

 

 介護者家族の会との連携強化を図るため、定例の役員会に担当者が参加するなど関係を密にし、積極的に育成・援助をお

こなっておりますが、令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、役員会・事業を中止せざるをえませんでし

た。 

（その他）河南ブロック介護者（家族）の会交流会  

大阪府介護者（家族）の会交流会（役員の皆様の体調不良や、担い手の不足により、役員会等への参加が難しく

なったため、令和４年１月３１日をもって退会となった。） 
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■ 各種募金活動等の推進 
 

 ・日本赤十字社事業 

   日本赤十字社では、博愛と奉仕の精神に基づき自然災害・紛争・発展途上国の開発協力等の国際活動や福祉 

活動をはじめ、災害救護・救急医療体制の整備・献血運動などの国内活動等を行っていますがこの事業を支え 

る活動資金運動に積極的に取り組みました。 

 

【社資募集実績】 

地 区 名 実 績 額  地 区 名 実 績 額 

古市地区 ６１２，３００円 西浦地区 ９４７，１５０円 

高鷲地区 １，０６５，４４０円 丹比地区 １６９，６５０円 

埴生地区 ４４４，７００円 羽曳が丘地区       ７４８，１６０円 

駒ケ谷地区 ３３２，０００円   大阪支部扱い １，５３６，５８９円 

合    計 ５，８５５，９８９円 

   【事業】・羽曳野市赤十字奉仕団研修   新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み中止 

 

・共同募金運動事業 
 

   共同募金運動を通じて市民の全てが福祉に参加し、社会福祉についての市民の理解と認識を深める「福祉のこころ」 

を培うとともに、社会福祉事業に必要な財源を確保するため共同募金運動に取り組みました。 

【街頭募金活動】 ： 令和４年１０月３日 新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、古市駅と高鷲駅(市内主要駅 

２か所)で時間を短縮して実施。 

【共同募金実績額】 

戸別(町会) 法 人 学 校 街 頭 バッジ 実績額 

2,673,643円  74,484円 236,949円 19,494円 452,000円 3,456,570円 

 

(町会別実績額) 

地 区 名 実 績 額 地 区 名 実 績 額 

古市地区 ４３３，０００円 丹比地区 １１２，２００円 

高鷲地区   ６１２，８８０円 西浦地区 ３２９，８５０円 

埴生地区 ３５２，１５０円 駒ケ谷地区 １３７，０００円 

羽曳が丘地区 ４２０，５００円 事務局扱い ２７６，０６３円 

合     計 ２，６７３，６４３円 

  ※地区募金会理事会 令和４年９月１日（市長会議室） 
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【歳末たすけあい運動募金実績額】 

  (町会別実績額) 

地 区 名 実 績 額 地 区 名 実 績 額 

古市地区   ４０９，３００円 丹比地区 １８４，９５０円 

高鷲地区   ６３３，９９８円 西浦地区 ２６０，７００円 

埴生地区   ４６０，５５０円 駒ケ谷地区 １２３，０００円 

羽曳が丘地区 ３６５，８５０円 事務局扱い ２７２,５００円 

合     計 ２，７１０，８４８円 

 

(民生委員校区別実績額) 

校 区 名 実 績 額 校 区 名 実 績 額 

古市校区 ４７８，０００円 高鷲南校区 ６９，０００円 

古市南校区  ７９，５００円 高鷲校区 １６３，０８１円 

白鳥校区 ２７２，０００円 駒ケ谷校区 ８５，０００円 

埴生南校区  ７０，５２５円 高鷲北校区 １６６，０００円 

埴生校区   ７２，５００円 丹比校区 ２９６，０００円 

西浦校区   １７２，５００円 恵我之荘校区 ２５４，５００円 

西浦東校区     １０８，０００円 主任児童委員 ２９，０００円 

羽曳が丘校区 １５，０００円   

合     計         ２,３３０,６０６円 

※ 配分委員会 令和４年１１月２２日（市役所別館 ２階研修室） 

    配分内容 

 民生児童委員協議会福祉活動費、校区福祉員会推進費、子育てサロン運営費、子ども食堂運営費 

 児童養護施設お年玉、サンタクロース訪問（児童養護施設等に会長・副会長参加） 他 

 

・献血推進事業 

   献血思想の普及並びにその推進を図ることを目的として、献血推進事業に取り組みました。 
 

   ・献血推進協議会の運営 

     献血推進協議会委員及び献血推進員と連携を図り事業の活性化に努めました。 

     献血推進協議会委員及び献血推進員合同会議  

 令和４年４月２０日（市役所別館 ２階研修室） 新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み中止 

 

    ・啓発活動 

     市広報紙、社協だより及びホームページに献血日程を掲載し、献血実績の向上を図りました。 

     街頭啓発活動を実施し、献血思想の普及・向上を図りました。 

     羽曳野ライオンズクラブ、羽曳野ロータリークラブと共催開催を実施し多くの協力をいただきました。 

     愛の血液助け合い運動及び大阪府献血推進月間では、庁内及等において献血キャンペーン用 

のポケットティッシュ及び絆創膏を配付しました。 
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【献血実績】 

受付人数 採血合計 200ｍｌ採血 400ｍｌ採血 

１，２３９人 １，０２７人 １３３人 ８９４人 

 

・義援金受付及び被災地支援活動 

 

・義援金の受付 

令和４年８月３日大雨義援金      令和５年３月末現在        ２６０,８１７円 

２０２３年トルコ・シリア地震救援金  令和５年３月末現在          ３６４,９２１円 

ウクライナ人道危機救援金       令和５年３月末現在      １４５,６７４円 

（社協受付分  全額 日本赤十字社大阪府支部に送金）     

 

 

■ 職員研修会 
 

 ・人権研修 

   全職員対象にDVDなどによる人権研修会を開催 １１５名 

（事務局４５名・あおぞら保育園３４名・ベビーハウス社協３６名） 

   役職者を対象にDVDなどによるハラスメント研修会を開催 
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■ 保育園の運営 

 

あおぞら保育園 

 

月別園児数                                          （単位：人） 

※認可定員：１２０人 

 

保育内容 

入園式・進級式・検便(年1回)・検尿検査（年2回）・嘱託医よる健康診断(年2回)歯科検診（年1回） 

園外保育（年8回）・個人懇談・保育参観・七夕まつり・夕べの会・運動会・クリーン活動・芋掘り 

味覚狩り・作品展・消防訓練・交通安全講習会・餅つき大会・節分・生活発表会・お別れバス遠足 

お別れ会・修了式・卒園式・食育ランチルーム・身体測定・避難訓練・お誕生日会（毎月1回） 

 

延長保育 

【朝の延長：７時～７時半】                              （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 0 4 1 1 1 2 6 10 2 0 0 0 27 

 

 

 【夕方の延長：１８時半～１９時】                           （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 9 12 10 5 8 8 8 3 3 6 4 11 87 

 

特別教室の実施 

・英会話教室(ECC)  

・ダンス教室・体育教室 

※ 3歳児より導入 

 

子育て支援事業 

・育児相談（開園中常時） 

・園庭開放（年11回） 

・子育て支援自主事業 

（年18回 地域の親子と保育士が交流の場を持ち子育て支援を行う） 

 

地域交流 

・防災訓練(地域の親子参加) 9月 

・おもちつき会（地域の親子参加） 12月 

・新年子どもの会（地域の親子参加） 1月 

・交通安全講習会 (地域の親子参加) 2月 

・園児の祖父農園（芋掘り） 10月 

・中川さんの農園（芋掘り） 10月 

・教育実習生受け入れ    7月1人 8月1人 9月6人 11月2人 計10人 

・ボランティア受け入れ   7月2人 8月4人 計6人 

月  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 137 138 139 139 145 146 146 147 148 148 149 149 1,731 
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職員研修 

・0.1.2歳児保育専門ゼミナール 1人(6/22.7/11.9/14.10/12.11/9.12/12.1/17.2/1) 

・子どもと共に成長し続ける保育者であるために 全職員(6/8) 

・乳幼児期のていねいな保育実践  全職員(6/21) 

・スマイルサポーター 1人(6/2.7/1.7/14.7/27.8/10.9/7.9/16.10/6) 

・障がい児保育 1人(6/8) 

・感染症、食中毒予防 1人(6/13) 

・保育を高める研修集会 1人(6/30) 

・キャリアアップ研修(乳児保育) 5人(8月オンライン研修) 

・キャリアアップ研修(幼児保育) 1人(5月オンライン研修) 

                1人(7月オンライン研修) 

・キャリアアップ研修(障がい児保育) 1人(4月オンライン研修) 

                  1人(5月オンライン研修) 

                  1人(7月オンライン研修) 

                  1人(9月オンライン研修) 

・キャリアアップ研修（食育アレルギー） 3人(5月オンライン研修) 

・キャリアアップ研修(保健衛生) 2人(5月オンライン研修) 

                1人(11/2.11/4.11/11) 

・キャリアアップ研修(マネジメント) 1人(5月オンライン研修) 

                  2人(10月オンライン研修) 

・木育インストラクター養成講座 1人(7/28) 

・幼児のための絵画指導入門 1人(7/29) 

・0.1歳児の赤ちゃんの遊びと手作りおもちゃ 4人(7月オンライン研修) 

・食べて動いてよく寝よう運動のすすめ 8人(7月オンライン研修) 

・食べ力を引き出す未満児の食育遊び 7人(7月オンライン研修) 

・身近なもので簡単に楽しめる食育遊び 5人(7月オンライン研修) 

・保育所における事故防止 全職員(7/1オンライン研修) 

・事故防止 1人(7/4) 

・心肺蘇生 24人(7/6～7/8園内研修) 

・幼児音楽教育 1人(8/4) 

・栄養士セミナー 1人(9月オンライン研修) 

・コミュニケーション 8人(9月オンライン研修) 

・リスクマネジメント 1人(10/24) 

・こどもの遊びの理解について 2人(10/3オンライン研修) 

・感染症予防対策講習 1人(11/2.8) 

・乳幼児の一時救命処置 1人(11/15) 

・保育リスクマネジメント 2人(11/18) 

・子どものためにより良い保育 13人(11月オンライン研修) 

・子どもの虐待防止 15人(1月オンライン研修) 

・スマイルサポーター事例報告 1人(1/27) 

・DIG体験 1人(1/30) 

・自然体験保育 2人(2/9) 

・にっぽ保育セミナーアンコール配信 10人(2月オンライン研修) 

・人権研修 34人(DVD) 
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ベビーハウス社協 

 

月別園児数                                      （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 135 135  136 136 135 135 135 135 135 135 135 135 1,622 

※認可定員：１２０人 

 

保育内容 

   入園進級式、個人懇談(年２回)、幼児遠足（春・秋）、フリー参観（年２回）、 

ECC（3歳児－年15回（10月～）、4・5歳児－年30回）、ダンス（3・4・5歳児－年30回）、七夕、 

プール活動、スペシャルサマーデー（5歳児）、検便・尿検査（年1回）・内科検診(年２回)、 

歯科検診（年1回）、運動会（3～5歳児）、クッキー作り、クリスマス会、節分、お別れ遠足、 

ひなまつり、ゆめっこの会、卒園式 

※毎月1回お誕生日会、避難訓練、身体測定 

  

延長保育 

【朝の延長：７時～７時半】                              （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 72 66 64 74 86 104 93 110 104 97 94 103 1,067 

 

【夕方の延長：１８時半～１９時】                           （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

園児数 42 36  35 37 25 29 20 14 28 11 12 16 305 

 

緊急一時保育 

７時～20時 

月別園児数                                                                            （単位：人） 

月 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

羽曳野

市内の

園児数 

152 132 178 184 148 171 172   187   202   187 208  231 2,152  

他市町

村の園

児数 

1 1 3 1 2  1 2 14 4 3 10  19 61 

 

 

   子育て支援事業 

    ・園庭開放（ベビっこひろば）（年9回） 

    ・子育てサロン（年３回）：たかなんサロンへの保育士派遣 

    ・育児等相談 
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   地域貢献支援事業 

    ・生活困窮者レスキュー(２回) 

    ・物資の支援（３回） 

 

地域交流 

    ・１年生地域学習（高鷲南中学校）  ６名  11/17 

・教育実習生の受け入れ    計6人 

       関西女子短期大学     保育科  １名 ２年 7/29～8/12 

                         １名 ２年 7/29～8/6、25、26 

 

箕面学園福祉保育専門学校 保育科 １名  ２年 8/4～17 

関西女子短期大学部    保育科      ２名    １年  １/26～2/7 

大阪芸術大学短期大学部 保育学科 １名  １年 2/13～24 

・四天王寺短期大学保育部「出前保育実習」の受け入れ 20名（12/6）  

・ボランティア受け入れ 中央ITビジネス専門学校 2名（7/25～30） 

 

職員研修 

     

保育士研修 

・危機管理危機対応研修 １名(4/16)・2名(4/17)・2名（7/8） 

・キャリアアップ研修（障害児保育）（eラ-ニング・ZOOM） １名（5/30～・7/9） 

・感染症・食中毒予防対策講習会（動画視聴型） １名(6/22) 

・事故防止研修  1名（7/11） 

・救急蘇生ＤＶＤによる研修（全職員）（6/・17） 

・保育士等キャリアアップ研修（乳児保育）（eラ-ニング・ZOOM） ２名（12/8～・1/14） 

・健康と安全研修会             １名（11/15） 

・羽曳野市福祉施設連絡会研修        １名（3/3） 

・人権研修ＤＶＤ研修36名 (3/24) 

 


